
事業成果報告書（2019年度）

　助成事業の概要

１．対象年齢　原則 60歳以上
２．実施時間　90 分～ 120 分（施設等の都合

による）
３．実施場所　（１）公共施設　　　
　　　　　　　（２）マンション型高齢者施設内
４．参加者数　55名　平均年齢　79.5 歳
５．健康長寿のためのお花遊びサロン実施状況

実施日時：2019年 6月 17日
会場：東京都北区　北とぴあ
参加種別：一般参加者
参加人数：8名
セラピスト数：5名

実施日時：2019年 10月 18日
会場：東京都江戸川区　高齢者施設
参加種別：施設居住者
参加人数：16名
セラピスト数：5名

実施日時：2019年 10月 25日
会場：大阪府堺市　高齢者施設
参加種別：施設居住者
参加人数：8名
セラピスト数：4名

実施日時：2019年 11月 12日
会場：大阪府大阪市　高齢者施設
参加種別：施設居住者

参加人数：12名
セラピスト数：5名

実施日時：2020年 1月 21日
会場：東京都北区　北とぴあ
参加種別：一般参加者
参加人数：11名
セラピスト数：3名

　事業の成果

１．『健康長寿のためのお花遊びサロン』の実施前
後に計 2 回の POMSⅡで参加者の気分測定を実施
している。結論としては、お花遊びサロンへの参
加によって気分改善効果が認められることが分
かった。
（１）ネガティブ５因子はすべて改善する

素点、T得点ともに、AH（怒り）、CB（混乱）、
DD（抑うつ）、FI（疲労）、TA（緊張）のネガティ
ブ５因子のすべてが改善された。特にAH（怒
り）については改善度が高いことがわかる。

（２）ポジティブ 2 因子のうち VA（活気）が高ま
る

素点、T得点ともにポジティブ2因子のうち、
VA（活気）に関しては数値が高くなっており、
有意差が十分に認められる。一方、F（友好）
については、素点、T 得点ともに有意差が認
められなかった。

（３）TMD（総合的な気分）においては著しい改
善がみられる

TMDの算出にふくまれるネガティブ5因子、
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ポジティブ 1 因子がすべて有意に改善傾向
にあるため、TMDは著しい改善がみられる。
（Fは TMDに算入されない。）

２．社会的フレイルを防止するカギ
（１）社会的な活動に参加し続けること。
　内容はお茶会、学習会、趣味、ボランティア等、
どのようなことであってもいいが、社会にふれる
場を持ち続けること。社会との接点を失わないこ
とが社会的フレイル防止の最重要事項である。身
体的に不自由があっても、認知症が出始めても、
デイサービスふくめ社会と接点をもつことが可能
な場所は必ずみつかるはずである。
（２）友達をもち続けること。
　社会との接点となる一番身近な存在が友達であ
る。一緒に外出する機会をもつ、体調が悪くとも
電話で会話する、緊急事態になれば友達を通じて
社会に助けを求めることができる。友達とはあり
がたい存在である。ところが、高齢になってくる
と古くからの友人が、入院する、施設に入る、亡
くなるなどあり、友達は減っていく一方である。
高齢者にとって「友達をもち続ける」とは、新し
い友達をつくり続けることを意味している。
（３）心が安定していること。
　抑うつ的であれば人とのコミュニケーションが
億劫になる。怒りっぽいと人間関係に対立を生み
グループからはじかれる。表面上にこにこしてい
ても、心的な緊張が強ければ疲労がつのる。社会
とつながり続けるためには、心が安定しているこ
と。活気に満ちていることが必要なのである。
３．『健康長寿のためのお花遊びサロン』が社会
的フレイル防止に役立つか
（１）心を安定させる場としてのお花遊びサロン
　報告書第 2 部　第 3 章（P.25）にまとめたよ
うに、お花遊びサロンに参加した高齢者はネガ
ティブな感情（怒り、混乱、抑うつ、疲労、緊張）
を低減させることができた。さらにはポジティブ
な気分である活気や友好を高めることができた。

これは参加した高齢者が＜心の安定＞を得ること
ができたことの証左である。
（２）「お友達効果の最大化」と「知らない人との
交流」による心の安定を最大化する
　報告書第 2 部　第 5 章（P.35）で検討したよ
うに、お花遊びサロンにおいて「友達と楽しい時
間を一緒に過ごすこと」は、ネガティブな感情を
低減させる効果が絶大である。また、第 2 部　
第 9 章（P.53）で明らかになったことは「知ら
ない参加者との交流」は活気や友好というポジ
ティブな感情を上昇させる働きをもつことであ
る。つまり、友達と参加しても、一人で参加しても、
お花遊びサロンには気分を改善し、心の安定をは
かる効果があるということである。
　今回はお花遊びサロンを単発で開催し、
POMSⅡによる気分測定やアンケートを実施し
たが、もし、お花遊びサロンがセミオープン形式
で継続開催できたとしたらどうなるだろうか。1
回目は一人で参加した人にも、2 回目以降には知
り合い＝友達ができているはずであり、また、新
しいメンバーが加わることで「知らない参加者と
の交流」は継続的に行われることになる。
（３）お花遊びサロンは継続参加しやすいもので
ある
　報告書第 2 部　第 6 章（P.39）にまとめてい
るように、アンケートで参加者の「よかったこと」
の第 2 位に入ったのは「生花に触れることがで
きたこと」である。生花という生命あるものとふ
れあい、その花はやがて枯れる。枯れることをネ
ガティブなこととは、筆者はとらえていない。む
しろ時間の流れを感じさせ、飽きるいとまを与え
ず枯れていくそのことは、また新しい花と出会い
たい、触れ合いたいという動機につながる。さら
に自然の産物であるからこその季節感があり、品
種改良が盛んであればこそ多種多様な花があり、
年中花に触れている筆者ですら数年に一度しか出
会わない種類の花々があるのである。これもまた、
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活動への継続参加への動機として十分なものでは
ないだろうか。

　以上、フラワー心理セラピーによる『健康長寿
のためのお花遊びサロン』が社会的フレイルの防
止に役立つ可能性について述べてみた。

　成果の広報、公表

１．研究報告会の実施（来場無料）
　　２０２０年６月２１日（日）
　　来場者数８名
　　オンライン参加者１８名　　
２．報告会の動画を撮影済み。youtube 上で公

開する予定。
３．報告書の販売　ホームページ、youtube で

告知し、引き続き販売する。（１７部販売済み）
４．報告書の関係機関への配布。
　　すでに配布済み　（２５部）
　　・東京都健康長寿医療センター研究所 ５部
　　・ロングライフ株式会社  各高齢者施設 ８部
　　・青山渋谷メディカルクリニック院長 ２部
　　・武蔵野美術大学　１部
　　・インプレス社（出版社）　４部
 　　・東京都北区社会福祉協議会　他
　　今後の配布先
　　・高齢者施設、社会福祉協議会、学会などに

配布予定。

　今後の展開

１．フラワー心理セラピーを健康長寿に特化した
『健康長寿のためのお花遊びサロン』を各地で開
催できるように準備をととのえていく。
（１）ワークショップの進め方をブラッシュアッ
プする。
（２）フラワー心理セラピストの中で高齢者対応

ができるものをトレーニングする。

２．『健康長寿のためのお花遊びサロン』を実施
してもらえるように広報活動をする。
（１）社会福祉協議会、高齢者施設などにワーク
ショップの意義を伝える。
（２）そのために簡単なリーフレットを作成する。

３．学術的な展開
（１）今回の研究成果をもとに論文にまとめて、
関連の学会に提出する。

第１候補　日本芸術療法学会
第２候補　人間・植物関係学会

（２）N値が少ないため研究母数を増やす。
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